
２
０
０
５
年

２
月
10

日
か
ら
５
月
９
日
ま

で
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ

ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の

日
本
研
究
客
員
教
授

派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
カ
イ
ロ
大
学
文

学
部
に
派
遣
さ
れ
、

日
本
語
、
言
語
学
、

研
究
方
法
の
講
義
を

担
当
し
た
。

遠
く
に
ギ
ザ
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
を
眺
め
、

中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
の

栄
華
の
跡
と
中
東
・

ア
フ
リ
カ
最
大
の
近

代
都
市
の
喧
騒
が
混

在
す
る
都
、
カ
イ
ロ
。
私
に
と
っ
て

カ
イ
ロ
は
、
30
年
前
に
初
め
て
住
ん

だ
異
国
の
町
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
英

国
と
豪
州
に
十
数
年
暮
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
が
、
エ
ジ
プ
ト
が
妙
に

懐
か
し
い
。
だ
か
ら
、
カ
イ
ロ
大
学

か
ら
教
え
に
来
な
い
か
と
打
診
が
あ

っ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
や
ら
せ
て
く
だ

さ
い
と
申
し
出
た
。
派
遣
内
定
後
は
、

授
業
の
準
備
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
努
め
、
エ
ジ
プ
ト

の
学
生
を
教
え
る
こ
と
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
た
。

ナ
イ
ル
川
の
中
洲
の
ア
パ

ー
ト
か
ら
白
黒
タ
ク

シ
ー
で
通
っ
た
カ
イ
ロ
大
学
は
、
17

学
部
と
６
つ
の
研
究
所
か
ら
な
る
中

東
、
ア
フ
リ
カ
最
大
の
大
学
だ
。
パ

レ
ス
チ
ナ
の
故
ア
ラ
フ
ァ
ト
氏
と
イ

ラ
ク
の
フ
セ
イ
ン
元
大
統
領
も
カ
イ

ロ
大
学
の
学
生
だ
っ
た
。
学
生
数
23

万
人
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
は
、
明

ら
か
に
塀
の
外
の
世
界
よ
り
人
口
密

度
が
高
く
、
行
き
交
う
学
生
で
込
み

合
っ
て
い
る
。

所
属
先
と
な
っ
た
日
本
語
・
日
本

文
学
科
は
、
学
生
数
２
万
人
を
有
す

る
文
学
部
に
あ
り
、
１
９
７
４
年
に

開
設
さ
れ
た
。
文
学
部
の
14
学
科
の

な
か
で
も
、
英
語
学
科
に
次
い
で
入

学
希
望
者
が
多
く
、
入
学
す
る
た
め

に
は
高
校
の
第
２
外
国
語
（
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
等
）
と
、
高

校
卒
業
時
の
全
国
統
一
試
験
の
国
語

（
ア
ラ
ビ
ア
語
）
に
お
い
て
上
位
10
％

に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
生
の
入
学
動
機
と
し
て
は
、
日

本
へ
の
憧
れ
、
日
本
語
、
日
本
文
化

へ
の
関
心
、
日
本
の
経
済
力
、
技
術

力
へ
の
興
味
、
日
本
語
、
日
本
文
化

の
教
師
に
な
り
た
い
、
観
光
ガ
イ
ド

に
な
り
た
い
等
が
あ
げ
ら
れ
、
特
に

女
子
学
生
に
人
気
が
あ
る
。

カ
イ
ロ
大
学
の
男
子
学
生

は
、
日
本
人
の
大
学

生
と
大
差
が
な
い
洋
服
姿
だ
。
イ
ス

ラ
ー
ム
原
理
主
義
者
が
好
ん
で
着

る
、
長
袖
長
衣
の
民
族
衣
装
ガ
ラ
ベ

ー
ヤ
の
着
用
は
、
学
内
で
は
事
実
上

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
女
子
学
生
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
目
に
つ
く
の
が
、
髪

と
耳
と
ノ
ド
を
隠
す
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ

（
ス
カ
ー
フ
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
「
ヒ
ガ
ー

ブ
」
と
発
音
）
だ
。
70
年
代
の
カ
イ

ロ
で
は
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
の
女
性
が
少

数
派
で
、
髪
を
出
し
た
女
性
が
多
数

派
だ
っ
た
。
伝
統
的
価
値
観
へ
の
回

帰
だ
ろ
う
か
。
30
年
の
間
に
立
場
は

逆
転
し
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
着
用
者
が
主

流
派
と
な
っ
た
。
学
生
の
多
く
も
、

彼
ら
の
祖
母
が
若
い
こ
ろ
は
ヒ
ジ
ャ

ー
ブ
を
被
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
う
。

カ
イ
ロ
の「
六
本
木
」
に
あ
た
る
ザ

マ
ー
レ
ク
地
区
に
あ
る
ヘ
ル
ワ
ー
ン

大
学
美
術
学
部
や
、
裕
福
層
の
子
弟

子
女
が
多
い
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
の
周
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り
で
は
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
を
被
ら
ず
に

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
姿
で
闊か

っ

歩ぽ

す

る
女
子
学
生
が
目
に
つ
く
。
そ
れ
と

比
べ
る
と
カ
イ
ロ
大
学
の
学
生
は
保

守
的
の
よ
う
で
、
女
子
学
生
の
半
数

以
上
が
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
に
長
袖
姿
だ
。

一
方
、
何
も
頭
に
被
ら
な
い
女
子

学
生
や
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
よ
り
保
守
的

で
腰
の
あ
た
り
ま
で
す
っ
ぽ
り
と
隠

れ
る
ヒ
マ
ー
ル
を
ま
と
っ
た
女
子
学

生
は
少
数
派
と
な
る
。
今
の
エ
ジ
プ

ト
で
は
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
着
用
者
こ
そ

が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
主
流

派
の
感
が
あ
る
。
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
の
色
、

柄
、
素
材
に
凝
っ
て
み
た
り
、
ヒ
ジ

ャ
ー
ブ
の
留
め
方
や
待
ち
針
の
数
を

日
に
よ
っ
て
変
え
て
み
た
り
、
ヒ
ジ

ャ
ー
ブ
、
シ
ャ
ツ
、
パ
ン
ツ
を
上
手

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
り
と
、
お

洒
落
に
余
念
が
な
い
。

３
年
生
、
４
年
生
、
大

学
院
生
の
授
業
を

担
当
し
た
が
、
４
年
生
の
授
業
は
日

本
語
音
声
学
だ
っ
た
。
教
え
て
み
る

と
、
学
生
は
国
際
音
声
文
字
が
苦
手

だ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
慣
れ
る
よ
う

に
ま
ず
ア
ラ
ビ
ア
語
を
音
声
文
字
で

表
記
す
る
練
習
を
さ
せ
た
。
ア
ラ
ビ

ア
語
の
語
句
は
、
コ
ー
ラ
ン
や
流
行

歌
か
ら
引
用
し
た
。
コ
ー
ラ
ン
読
誦

学
の
規
則
を
学
ん
だ
経
験
と
ア
ラ
ブ

流
行
歌
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
、
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
で
役
に
立
っ
た
。

大
学
院
生
の
「
購
読
」
の
講
義
の

時
間
に
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
を
使
っ

た
授
業
を
や
ろ
う
と
決
め
て
い
た
。

日
本
の
大
学
で
も
留
学
生
の
た
め
の

日
本
語
の
授
業
で
実
施
し
て
き
た

が
、
学
習
動
機
が
維
持
で
き
、
日
本
に

住
ん
で
い
て
も
意
外
に
学
べ
な
い
口

語
表
現
が
学
べ
る
と
好
評
で
あ
る
。

経
験
上
、
映
画
や
ド
ラ
マ
は
、

「
笑
え
る
も
の
」「
泣
け
る
も
の
」「
年

齢
等
、
登
場
人
物
と
学
習
者
の
立
場

が
似
て
い
る
も
の
」
等
が
、
日
本
語

教
材
と
し
て
成
功
す
る
。
目
星
を
つ

け
た
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
い
く
つ
か

見
た
末
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ド
ラ
マ
「
世
界
の

中
心
で
、
愛
を
さ
け
ぶ
」
を
使
う
こ

と
に
し
た
。
登
場
人
物
の
年
齢
は
適

当
だ
し
、
純
愛
な
の
で
イ
ス
ラ
ー
ム

圏
で
も
倫
理
上
の
問
題
は
な
い
。

試
し
に
全
11
話
を
見
て
み
た
と
こ

ろ
、
泣
け
た
。
日
本
人
が
涙
す
る
場

面
で
、
エ
ジ
プ
ト
人
学
生
は
泣
い
て

く
れ
る
の
か
ど
う
か
が
私
の
一
番
の

関
心
事
だ
っ
た
が
、
悲
し
い
場
面
で

は
、
み
な
涙
を
流
し
、
次
回
の
授
業

を
心
待
ち
に
し
て
く
れ
た
。
全
編
８

時
間
46
分
の
台
詞
の
文
字
起
こ
し
と

教
材
作
成
の
た
め
に
、
休
日
を
返
上

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
思
い
出
に

残
る
授
業
と
な
っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
人
学
生
の
印
象

は
、
「
礼
儀
を
わ
き

ま
え
て
い
る
」
と
「
人
懐
っ
こ
い
」

の
２
点
に
尽
き
る
。
３
世
代
同
居
が

珍
し
く
な
く
、
ま
た
下
町
的
な
近
所

付
き
合
い
で
日
ご
ろ
か
ら
近
所
の
オ

ジ
サ
ン
、
オ
バ
サ
ン
と
接
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
の
若

者
が
年
長
者
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞

き
、
目
上
の
者
を
立
て
る
よ
う
に
育

つ
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。
と
同
時
に
、

エ
ジ
プ
ト
人
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の

人
々
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
明
る
い

性
格
を
も
つ
国
民
だ
。
学
生
は
私
に

親
し
ん
で
く
れ
、
政
治
か
ら
結
婚
観

ま
で
語
り
合
っ
た
。
そ
の
明
る
さ
と

純
粋
さ
を
私
は
忘
れ
な
い
。

最
近
は
、
ア
ラ
ブ
人
や
ム
ス
リ
ム

が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
文
脈
で
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。
日
本
の
大
学

の
授
業
で
、
学
生
の
抱
く
イ
ス
ラ
ー

ム
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
出
所
に
つ
い

て
学
生
自
身
に
調
べ
さ
せ
た
と
こ

ろ
、「
男
尊
女
卑
」「
テ
ロ
」「
狂
信

的
」
「
自
由
が
な
い
」
な
ど
の
語
が

並
ん
だ
が
、
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
き
っ

か
け
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
が
エ
ジ
プ
ト
や
他
の

ア
ラ
ブ
諸
国
で
出
会
う
の
は
、
男
女

平
等
の
精
神
を
も
ち
、
暴
力
を
憎
み

平
和
を
愛
し
、
個
人
の
自
由
を
重
ん

じ
る
人
た
ち
だ
。
そ
し
て
、
イ
ラ
ク

へ
の
自
衛
隊
派
遣
後
も
、
変
わ
る
こ

と
な
く
親
日
派
で
い
て
く
れ
る
人
た

ち
だ
。
ア
ラ
ブ
諸
国
の
普
通
の
人
々

の
普
通
の
生
活
を
日
本
の
大
学
生
に

伝
え
て
い
く
の
は
、
私
の
使
命
の
一

つ
だ
と
思
っ
て
い
る
。a
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